
1 大洪水対策推進事業費
[110501]

河川課 H31予算
[債務負担行為額]

2 要配慮者利用施設・避難所
を守る土砂災害対策事業
費[110601]

砂防課 H31予算
［債務負担行為額］

3 土石流発生時の流木対策
推進事業費
[110601]

砂防課 H31予算
［債務負担行為額］

事　業　名
［事業改善シート番号］

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

◎ 防災・減災対策の加速化

近年激甚化している災害等を踏まえ、国の「防災・減災、国土強靱化のための
３か年緊急対策」を活用して重要度が高い事業を集中的に実施するとともに、
洪水被害を最小限に抑えるため、ハード・ソフト両面から総合的な防災・減災
対策を加速化します。

*「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」対応:県内一円(2019年度)
*想定最大規模降雨による浸水想定区域図の作成:2河川(2019年度)
*危機管理型水位計の設置:50基(2019年度)
*河川整備計画作成:5圏域(2019年度)
*ダム再生計画作成:2ダム(2019年度)

4,135,594 H30当初 476,059
[1,120,000]

建設部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

平成29年7月九州北部豪雨を教訓として、土石流発生時の流木流出による
被害拡大を防止するため、砂防施設による流木対策を推進します。

*14施設（2019年度着手）

土砂災害特別警戒区域等に立地する要配慮者利用施設や避難所を守るた
め、ハード対策とソフト対策の両面から土砂災害対策を推進します。

　・土砂災害特別警戒区域内の要配慮者利用施設の保全（全55施設）
　・土砂災害警戒区域内の木造1階建ての児童・老人福祉関係施設の保全
　　　（全143施設）
　・土砂災害対策特別警戒区域内に指定された避難所の保全（全57施設）

1,524,480 H30当初 913,640
[740,000]

*要配慮者利用施設の保全完了数:45（2018年度）→48（2019年度）
*木造１階建て児童・老人福祉関係施設対策着手数:50(2018年度)→54(2019年度)
*避難所対策施設着手数:13（2018年度）→26（2019年度）

7,650,240 H30当初 5,678,400
[4,555,000]

55 （建設部-1）



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 補助公共事業費
（一部再掲）

建設政策課 H31予算
[債務負担行為額]

5 県単独公共事業費
（一部再掲）

建設政策課 H31予算
[債務負担行為額]

6 直轄事業負担金

建設政策課 H31予算

安全・安心な県土づくりを進めるとともに持続可能な地域づくりを実現するた
め、国の予算を活用した補助公共事業（緊急対策分※を含む）を行います。

※防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策（平成30年12月14日閣議決定）に基づく事業

国が進める三遠南信自動車道、国道18号等の道路事業や千曲川、天竜川等
の河川事業、天竜川水系、信濃川水系等における砂防事業等について、地
元自治体として負担金を支出します。

観光地周辺の道路整備や土木施設の修繕など、喫緊の課題に対応するた
め、県単独の予算による事業を行います。

（一部 森林づくり県民税基金活用事業）

74,240,814 H30当初 50,415,830

[1,367,000]

18,103,000 H30当初 13,564,000

[33,703,345]

16,241,395 H30当初 16,203,114

主な路線・河川名

（国）141号、（国）299号、（主）松本環状高
家線、（一）奥志賀公園線

（主）川上佐久線、（主）岡谷茅野線、（一）町
村白川村井停車場線、（一）三水中野線

（一）犀川、（一）遠山川、（一）木曽川、（一）
祢津東川、（一）諏訪湖

中房川（安曇野市）、松川（高山村）、下石川
（長野市）、広瀬（長野市）

（都）国道141号線、（都）古間（停）野尻線、
松本平広域公園

合　計 16,241,395

砂 防 課 473,500

724,876都市・まちづくり課

3,838,623

河 川 課 2,000,876

道 路 管 理 課 9,203,520

課　名 予算額（千円）

道 路 建 設 課

主な路線・河川名

都市・まちづくり課 6,338,934

課　名 予算額（千円）

（都）高田若槻線、（都）内環状南線、松本平
広域公園

う ち 緊 急 対 策 分 29,713,020

（国）142号、（国）158号、（主）信濃信州新
線、（一）茅野停車場八子ヶ峰公園線

う ち 緊 急 対 策 分 9,353,400
（国）148号、（国）153号、（国）254号、（主）
長野真田線、（一）上松南木曽線

う ち 緊 急 対 策 分 3,748,180
（一）砥川、（一）奈良井川、（一）浅川、（一）
北沢川、（一）諏訪湖

う ち 緊 急 対 策 分 9,972,560
万郡沢（木曽町）、栃木川（小諸市）、大倉
（生坂村）、宮所（辰野町）

道 路 管 理 課 16,938,880

道 路 建 設 課 27,491,973

う ち 緊 急 対 策 分 6,158,880

う ち 緊 急 対 策 分 480,000

7,360,147

砂 防 課

合　計 74,240,814

河 川 課

16,110,880

主な路線・河川名

三遠南信自動車道、国道18号、
国道158号（権限代行）

千曲川、天竜川

天竜川水系、信濃川水系

信濃川水系

砂 防 4,874,000

区　　　分 予算額（千円）

道 路 10,902,000

河 川 ・ ダ ム 2,272,000

災 害 復 旧 55,000
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】【創】
7

［110601］

砂防課 H31予算

【地】
8 克雪住宅普及促進事業費

[110902]

建築住宅課 H31予算

9

[110902]

建築住宅課 H31予算

10 公共施設耐震対策事業費
[111101]

施設課 H31予算

住宅・建築物耐震改修総合
支援事業費

赤牛先生による地域での防
災教育事業費

地域防災力向上のため、砂防ボランティア協会との連携により“赤牛”先生
（※）を公民館等に派遣して、土砂災害・水害を「我が事として捉える防災意
識」を醸成するとともに、地区防災マップの作成等住民の自主的な防災活動を
促進します。
　（※）赤牛先生･･･各地に語り継がれる「赤牛伝説」は水に関係する話が多く、その地域特有の
　　　　　　　　　　　　災害への忠告であるともいわれていることから、防災教育の講師を
                        “赤牛先生”と呼ぶことにしています。

住宅や避難施設となる建築物等の耐震化を促進するため、市町村と協調し、
住宅・建築物所有者が行う耐震診断・改修へ補助するとともに、耐震改修に
関する技術力向上のため、施工者及び設計者向けの講習会を実施します。

　・戸建住宅等の耐震診断、耐震改修への補助（耐震改修の限度額100万円）
　・耐震化普及・啓発を実施する市町村への補助と県主体の出張講座の実施
　・改修事業者の技術力向上のための講習会や改修事業者のリスト化

93,736 H30当初 91,149

*住宅の耐震診断：896件(2016年度)→1,008件(2019年度)
*住宅の耐震改修：168件(2016年度)→262件(2019年度)

震災時の応急活動等に必要な施設を継続して使用できるようにするため、
防災上重要な拠点等となる県有施設の耐震性能を強化します。
また、県民の安心・安全を確保するため、避難施設の吊り天井等を耐震化しま
す。

　・耐震診断  　　　　　 2棟
　・設計         　　　　　　　　　　　　　  4棟
　・割増確認   　　　　　　　 15棟
　・工事・監理　　　　25棟

*公民館（本館）313か所に5年間で防災教育を実施
*災害時住民支え合いマップとシンクロした地区防災マップの作成:15市町村
  (2019年度)

1,386 H30当初 0

豪雪地帯の雪下ろしの負担を軽減し、作業中の転落事故を未然に防ぐため、
市町村が行う住宅の克雪化改修の支援に対し、県がその費用の一部を補助し
ます。

【新】・対象に雪下ろし型（改修のみ）を追加
　　　　（転落事故防止対策）
【拡】・地域の実情に即した自然落雪型の勾配基準を追加
【拡】・高齢者世帯等に対する補助の内容を充実（補助率1/5→1/4等）

*克雪住宅整備戸数：31戸（2019年度）

7,754 H30当初 3,150

2,104,176 H30当初 2,210,059
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
11

[110302]

道路管理課 H31予算

【新】【地】
12

[110302]

道路管理課 H31予算

【創】
13

[110701]

都市・まちづくり課 H31予算

14

[110801]

都市・まちづくり課
全国都市緑化信州フェア推進室 H31予算

信州地域デザインセンター
事業費

外国人にもわかりやすい
案内標識整備事業費
(再掲)

*市町村と協働のまちづくり実施件数：6件（2019年度）

世界から選ばれ続ける観光地となるよう、初めて訪れる外国人も安心・安全・快
適に旅を楽しめるためのインバウンド受入環境として、訪日外国人にもわかり
やすい案内標識を整備します。

緑豊かな潤いあるまちづくりを推進するため、第36回全国都市緑化信州フェア
（信州花フェスタ2019）を開催します。
　
　・期間　2019年4月25日～6月16日
　・会場　長野県松本平広域公園ほか
　・主催　長野県、松本市、大町市、塩尻市、安曇野市、（公財）都市緑化機構

*フェアの来場者数：500,000人

451,048 H30当初 368,116

12,754 H30当初 736

公・民・学の連携による信州地域デザインセンターを設置し、快適で賑わいの
あるまちづくりを実現します。

  ・市町村との協働によるまちづくりの実践
　・都市デザイン等の専門家によるまちづくりの支援
　・まちづくり実践者を講師とした人材育成セミナーの開催

世界水準の山岳高原リゾートを実現する重要なコンテンツとして、自転車の活
用による地域づくりを進めるため、自転車通行空間を整備します。

13,000 H30当初 0

*延べ宿泊者数:1,780万人（2016年）→2,175万人（2022年）
*外国人延べ宿泊者数:113.5万人（2016年）→300万人

*延べ宿泊者数:1,780万人（2016年）→2,175万人（2022年）
*外国人延べ宿泊者数:113.5万人（2016年）→300万人

322,150 H30当初 0

◎ 観光地域の基盤づくり

◎ 潤いのあるまち・むらづくり

全国都市緑化信州フェア
推進事業費

「Japan Alps Cycling（ジャパ
ン アルプス サイクリング）」
ブランド構築事業費（再掲）
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

15

[110901]

建築住宅課 H31予算
[債務負担行為額]

【新】
16

[110901]

建築住宅課 H31予算

17 空き家適正管理促進事業費
[110901]

建築住宅課 H31予算

環境配慮型住宅普及促進
事業費

信州の多様な住まい方
検討事業費

[31,000]

*新　　　築：161件（2016年度）→150件（2019年度)
*リフォーム：124件（2016年度）→244件（2019年度)

173,460 H30当初 188,760

持続可能な脱炭素社会を構築するため、自然エネルギーなどを活用した環境
配慮型住宅の新築やリフォームへの支援を実施します。

　１　省エネ基準を満たし、県産木材を活用した新築住宅への補助
　　　・補助額　30万円～80万円

　２　省エネルギー化リフォームへの補助
　　　・補助率　　　　助成対象工事費の1/5
　　　・補助額上限　50万円
　　　・自然エネルギー導入等へ補助額を加算

豊かな自然や美しい景観、地域の歴史や文化に根ざした信州らしい多様な
住まい方を検討します。

　・信州らしい住まい方をテーマにしたワークショップの開催
　・分野別アンケート調査の実施（移住・子育て・造り手）
　・長野県住宅審議会専門部会の開催

*居住ニーズに適した施策への反映

1,067 H30当初 0

H30当初 2,867

*既存住宅現況検査件数：30件（2019年度)
*売買瑕疵保険加入件数：20件（2019年度）

増加する空き家の適正管理と円滑な流通を促進するため専門家を派遣し、市
町村への技術的な支援を行うとともに、既存住宅現況検査（インスペクション）
費用等への補助を行います。
　
　・空き家対策セミナーの開催
　・課題解決に取り組む市町村へ専門家を派遣
　・既存住宅現況検査費用・売買瑕疵保険料への補助

2,995
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

18

[111001]

建築住宅課公営住宅室 H31予算
[債務負担行為額]

19 リニア中央新幹線活用
地域振興事業費
[111201]

リニア整備推進局 H31予算

【地】
20

[110501]

河川課 H31予算
[債務負担行為額]

県営住宅『５R』プロジェクト
推進事業費

*水草除去：510t(2019年度)
*環境調査一式(2019年度)
*覆砂一式(2019年度)
*防災船着き場整備：１か所(2019年度)

[320,368]

リニア中央新幹線の整備効果を広く県内に波及させ、地域の振興を図るた
め、関係自治体や有識者、経済界等の意見を広く取り入れながら、リニア関連
構想の実現に向けた検討、取組を進めます。

H30当初 1,642,341

264,736 H30当初 191,052
[210,000]

「諏訪湖創生ビジョン」に掲げる「人と生き物が共存し、誰もが訪れたくなる諏訪
湖」を目指す取組を進めるため、水草除去等による水質改善や湖面の利活用
を図ります。

　・水草除去などの水質浄化工法の実施
　・防災船着き場の整備

◎ 本州中部広域交流圏の形成

7,602 H30当初 4,485

*建替戸数：24戸（2019年度着手）
*中高層住宅入浴設備設置住戸：80.7%（2017年度）→87.0%（2019年度）
*子育て世帯向けリノベーション整備戸数：6戸（2019年度）

住宅に困窮する所得の少ない方の安全・安心・快適な暮らしを確保するため、
県営住宅プラン2016に基づく『５R』プロジェクトを推進し、県営住宅の整備充
実を図ります。

　《Renovation》
　　老朽化した中高層住宅を活用し、子育て世帯が安心して住める県営住宅
　　としてリノベーション
      ・リノベーション戸数　６戸
　《Reform》
　　入浴設備のない中高層住宅の浴室をリフォーム（ユニットバスや浴槽等
　　を設置）
　　　・入浴設備設置　240戸
　《Renewal》
　　今後も維持が必要な低層住宅を厳選してリニューアル（全面的リフォーム）
　　　・リニューアル戸数　10戸
　《Reconstruction》
　　将来の市町村移管の協議が整った団地の建替え
　　　・建替（建設着手含む）　45戸
　《Restructuring》
　　居住環境の整った団地への集約・移転の促進、老朽化した住宅の除却と
　　土地の有効活用
　　　・集約・移転　170戸、除却　62戸

1,908,184

諏訪湖創生ビジョン推進
事業費

◎ 水環境の保全
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事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
21

[110102]

建設政策課技術管理室 H31予算

22

[110901]

建築住宅課 H31予算

信州木のある暮らし推進
事業費

H30当初 0

*土木・建築系学科高校生の建設産業への就職割合：69%(2017年度)
  →75%(2019年度)

H30当初 3,066

2,381

“信州の木”のある暮らしの魅力を発信するため、木造建築物の表彰、木造建
築の担い手確保に向けた啓発及び二地域居住者向けコンパクト住宅の普及
促進を実施します。

　・優良な木造建築物への「“信州の木”建築賞」表彰
　・中学校への大工技能者の派遣実習の実施
　・二地域居住者向けコンパクト住宅のモデルプランの拡充
　　（子育て世代向けや豪雪地向け 等）

*コンパクト住宅プレゼンテーション来場者数：62人（2016年度）→80人（2019年度）

4,688

◎ 次代の建設産業を担う人材の育成・確保

建設産業の次世代を担う
人づくり推進事業費

産学官の連携強化により、建設産業の次世代を担う人材の確保・育成を推進
します。

　・建設系学科高校生等が建設産業の魅力を体感するため、
　　測量・設計・工事のプロセスを自ら実践する学びのフィールドを提供
　・担い手の育成と就業後の離職防止を図るため、資格取得を支援する
　　試験準備講座を実施

61 （建設部-7）



【新】
1

[160101]

*犯罪の発生件数：9,535件(2017年)→9,535件未満(2019年)

警察本部会計課 H31予算
[債務負担行為額]

2

[160101]

*犯罪の発生件数：9,535件(2017年)→9,535件未満(2019年)

警察本部会計課 H31予算

3

[160102]

警察本部会計課 H31予算

4 交番等機能強化事業費
[160101]

警察本部会計課 H31予算
[債務負担行為額]

[959,359]

子供を対象とした犯罪の未然防止等のため、スクールサポーターの体制を強
化します。

　　　・スクールサポーターの増員（8人→10人）

悲惨な交通事故を防止するための交通安全施設の重点的整備や免許手続の
利便性向上を図ります。

　　　・交通安全施設の整備
【新】・運転免許証作成機の導入（飯田警察署1台）

*交通事故の死傷者：9,805人件(2017年)→9,000人以下(2019年)

24,866 H30当初 19,532

H30当初 1,361,485

◎ 犯罪抑止対策の推進

◎ 交通事故防止対策の推進

警察本部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

[130,539]

全国で相次いだ交番襲撃事件を踏まえ、県民生活の安全・安心を確保するた
め、交番・駐在所の安全対策を強化します。

【新】・交番等への装備資機材の整備等による安全対策
　　　・交番・駐在所再編整備（１交番の新設、２駐在所の建替等）

320,937 H30当初 30,208

*犯罪の発生件数：9,535件(2017年)→9,535件未満(2019年)

◎ 地域警察活動の推進

事　業　名
［事業改善シート番号］

子供・女性安全対策強化
事業費

交通事故防止対策強化
事業費

犯罪抑止・検挙力強化
事業費

H30当初 0

犯罪の抑止力・検挙力を強化し、県民生活の安全・安心を確保するため、予
測型犯罪抑止システムを導入します。

　　　・予測型犯罪抑止システムの導入

51,214

1,616,156

62 （警察本部-1）



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

5 警察基盤強化事業費
[160101]

警察本部会計課 H31予算
[債務負担行為額]

H30当初 12,744
[57,453]

*犯罪の発生件数：9,535件(2017年)→9,535件未満(2019年)

安全で安心な長野県を確立するため、地域における治安維持の核となる警察
施設の整備や業務システムの高度化を推進します。

　　　・木曽警察署建替
【新】・相談情報管理システム改修

85,465

◎ 警察基盤の強化

63 （警察本部-2）



1

[150503]

教学指導課 H31予算

2

[150503]

教学指導課 H31予算

3

[150503]

*モデル的に自然教育プログラムを実施する学校：8校（2019年度）

教学指導課 H31予算

【新】【創】
4 県立高校「未来の学校」構築

事業費
[150301]

高校教育課 H31予算

事　業　名
［事業改善シート番号］

自然教育・野外教育推進事
業費

幼児教育支援センター運営
事業費

中山間地域の新たな学び
の創造事業費

少子化が進み、複式学級の増加が見込まれる中で、ICTの活用や異年齢集団
による探究的な学びなど中山間地域での新しい学びのスタイルを創造します。

　　・中山間地域リーディング・スクールでのカリキュラム開発
　　　・第68回全国へき地教育研究大会長野大会への助成

県立高校において、先進的・先端的な研究・実践に取り組むため、2018年度
末に公表する研究校において研究開発計画を作成し、「未来の学校」実践校
を指定します。

　　・研究校による研究開発計画の作成
　　・アドバイザーによる研究校への指導・助言
　　・「未来の学校」実践校の指定

*実践校の指定：6校(2019年度)

1,734

*少人数のよさを生かした学習のためのカリキュラムの開発（2019年度）

◎ 学びの改革の推進

県内の全幼稚園・保育所・認定こども園で質の高い幼児教育を提供するた
め、幼児教育支援センターを設置し、関係機関との連携を深めるとともに、
研修の充実等を図ります。

【創】・モデル園での園種を越えたフィールドワークの実践
【創】・幼稚園・保育所等における研修の相互乗り入れ
【創】・幼保小の接続カリキュラムの検討

教育委員会

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

*幼保小合同研修会の実施率：38.8％(2016年度)→50.0％(2022年度)

4,717 H30当初 1,170

H30当初 3,0033,525

信州ならではの豊かな自然を教育資源と捉え、自然の中での体験を通じて、
子どもたちの「たくましく生き抜く力」や「自然を大切にする心」を育成します。

【新】・自然教育・野外教育プログラムの実践
【新】・モデル校への森林・野外活動インストラクターの派遣

（森林づくり県民税基金活用事業）

1,163 H30当初 583

H30当初 0

64 （教育委員会-1）



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【創】
5 ＩＣＴ環境整備事業費

[150502]

教学指導課 H31予算

【創】
6 「海外での学び」推進事業費

[150501]

*高校生の留学者数の割合：0.7%(2015年度)→1.4%(2022年度)

教学指導課 H31予算

7 特別支援学校改革事業費
[150401]、[150402]

特別支援教育課 H31予算

【新】【創】
8

[150401]、[150503]

特別支援教育課
教学指導課 H31予算

「学びの改革」フロンティア
スピリッツ事業費

0

生徒一人ひとりに最適化された学びを実現し、2022年度から実施される高等
学校の新学習指導要領に対応した効率的な授業展開や協働学習等を推進
するため、県立高等学校のＩＣＴ環境の整備を進めます。

　　・県立高等学校24校にＩＣＴ機器を整備
　　　　　 整備済：38校（2018年度）→62校（2019年度）

*電子黒板(大型提示装置）整備台数：普通教室に各1台常設（2020年度）

474,299 H30当初 443,543

世界の様々な分野で活躍できるグローバル人材を育成するため、クラウド
ファンディング型寄付を活用するなど、「信州つばさプロジェクト」を進め、
高校生の海外留学を支援します。

【拡】・県企画留学プログラムの実施　65人
         1コース:20人（2018年度）→4コース:65人（2019年度）
【新】・個人の留学等への支援　100人
　　　・高校生が主体となって留学への機運醸成を図る取組の推進

（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

30,181 H30当初 0
[Ｈ30.9月 補正] [1,468]

障がいのある子どもの自立と社会参加を促進するため、児童生徒一人ひとりの
可能性を最大限に伸ばすとともに、地域社会、企業等とつながり、共生社会を
リードする特別支援学校を実現します。

【新】・松本、若槻養護学校整備基本方針検討委員会の設置
【創】・カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）の作成
【新】・自立活動学習教材の整備、図書の充実
【創】・副学籍コーディネーターによる児童生徒の引率
【拡】・スポーツ選手、音楽家、芸術家等の外部専門家による授業を実施

*松本、若槻養護学校整備基本方針の策定(2020年度)
*カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）の作成（2019年度）

◎ 教員の資質向上と働き方改革

43,986 H30当初 23,228

小・中・高等・特別支援学校の教員が、国内外の先進的・先端的な教育や
企業等の現場から学ぶことにより、新たな知見や発想を得るとともに、教員の
意識改革を推進します。

　　・小・中・高等・特別支援学校教員の海外及び国内視察

*派遣教員数103名（2019年度）

4,669 H30当初

65 （教育委員会-2）



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

9 「チームとしての学校」
スクール・サポート・スタッフ
配置事業費
[150204]、[150402]

義務教育課
特別支援教育課 H31予算

10

[151001]

スポーツ課 H31予算

【創】
11 スクールカウンセラー事業費

[150701]

心の支援課 H31予算

【創】
12 スクールソーシャルワーカー

活用事業費
[150701]

心の支援課 H31予算

教員の業務負担軽減を図り、児童生徒への指導や教材研究等に注力できる
体制を構築するため、授業以外の諸業務を補助的に行うスクール・サポート・
スタッフを一定規模以上の小・中学校及び特別支援学校に配置します。

【拡】・スクール・サポート・スタッフの配置
　　　　　102校（2018年度）→121校（2019年度）

*教員1人当たりの1か月の平均時間外勤務時間の対前年度比（配置校）：
　【小・中学校】△3％、【特別支援学校】△1.5％（2019年度）

36,064 H30当初 24,416

社会福祉や精神保健福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーを新た
に市町村教育委員会にも配置することにより、地域や専門機関等と連携して
困難を抱える児童生徒を取り巻く環境を改善します。

【拡】・スクールソーシャルワーカーの配置
　　　　　16,911時間（2018年度）→20,322時間（2019年度）

*スクールソーシャルワーカーを介した学校と地域関係機関との連携ケース：
　1,218件(2017年度)→1,300件(2019年度)
*スクールソーシャルワーカーの介入により一定の改善が図られたケースの割合：
　61.9%（2017年度）→50.0%以上（2019年度）
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

93,728

◎ 悩みを抱える児童生徒への支援

部活動指導員任用事業
補助金

中学校の部活動指導体制の充実と教員の負担軽減を図るため、公立中学校
に部活動指導員を配置する費用の一部を補助します。

　　・事業主体　　市町村教育委員会
　　・補助率　　 　2/3
【拡】・部活動指導員配置数：109人（2018年度）→161人（2019年度）

*専門性を有する部活動顧問（指導員含む）の割合：
  39.8％(2017年度)→45％(2019年度)

H30当初 79,049

*これまで支援を受けられなかった子どもへの訪問支援：282時間（2019年度）
*予約不要で相談を受けられる時間：980時間（2019年度）

170,952 H30当初 170,598

88,189 H30当初 72,671

児童生徒が安心して学校生活を送り、学習に取り組める環境を整備するた
め、児童生徒の悩みに適切かつ迅速に対応できるスクールカウンセラー（公認
心理士等）を配置します。

【拡】・スクールカウンセラーの配置
　　　　　37,111時間（2018年度）→37,422時間（2019年度）

66 （教育委員会-3）



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

13 図書館改革事業費
[150802]

文化財・生涯学習課 H31予算

14 県立歴史館事業費
[150803]

文化財・生涯学習課 H31予算

15

[151003]

スポーツ課 H31予算

16 県立武道館建設事業費
[151002]

スポーツ課 H31予算

17

[151002]

スポーツ課 H31予算

◎ 生涯学習の振興

◎ 文化・スポーツの振興

多様な県民の学びを支える「地域の情報拠点」として、県立図書館を中心に、
様々な情報を活かした新しい図書館づくりを推進します。

　　・新たな学びの場「信州・学び創造ラボ」の本格運用の開始
　　・関係機関が保有する信州に関する史資料情報等を横断検索ができる
　　　　「信州・知の入口」ポータルの構築・運用
　　・「これからの図書館実現フォーラム」の開催

*「信州・学び創造ラボ」における利用者主催のワークショップの開催：
　12回（2019年度）

（一部 県立長野図書館図書充実基金活用事業）

33,332 H30当初 73,674

県立歴史館における「地域貢献型」の取組を推進するため、歴史を学ぶことか
ら未来を考える地域活動の支援や地域活性化に活きる情報発信、地域課題
を捉えた調査研究等に取り組むとともに、開館25周年記念企画展を開催しま
す。

　　・来館する機会が少ない地域で歴史の魅力を伝える出前講座の開催
【新】・開館25周年記念企画展の開催（国宝土偶、戦国小笠原三代）

*県立歴史館利用者数：103,052人（2017年度）→110,000人（2019年度）

（一部 文化振興基金活用事業）

194,647 H30当初 245,477

東京2020オリンピック聖火リ
レー準備事業費

東京2020オリンピック聖火リレーが、県内において着実、安全に実施できるよう
準備を進めます。

　　　・運営計画の策定
　　　・ランナーの募集等

第82回国体に向けた競技
力向上対策事業費

2027年に本県で開催予定の第82回国民体育大会において、開催県にふさわ
しい成績を収めるため、選手強化や指導者養成等に取り組みます。

【拡】・2027年に主力となるジュニア層の発掘・育成・強化
【新】・若手指導者の養成

*天皇杯・皇后杯の順位：18位(2017年度)→10位(2022年度)

200,000 H30当初 113,154

県内の武道振興の中核的拠点となる県立武道館を建設します。

　　　・場　　　所　 佐久市
　　　・施設規模　 延床面積　11,600㎡
               建築面積　10,400㎡
　　　・開館時期　 2020年3月（予定）

*聖火リレーの県内実施：2020年４月２日～３日（２日間）

23,321 H30当初 377

4,941,193 H30当初 1,168,392
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企　業　局

1 電気事業

[130101]

・西天竜発電所の大規模改修
・県管理ダムを活用した新規発電所建設（3地点）
・小渋第２発電所構内地点未利用エネルギー活用
・裾花発電所出力増強
・新規電源開発地点調査

２　地域への貢献、地域との共存・共栄
･地方創生積立金からの繰出しにより県立高等学校のICT環境整備を支援
・こどもの未来支援積立金からの繰出しにより障がい者のスポーツ参加機会の
・拡充、県立図書館の図書充実、給付型奨学金の給付等を支援
・省エネルギー推進支援積立金からの繰出しにより県立武道館の
・省エネルギー設備の整備を支援

【新】・水の恵みを未来へつなぐ交付金の創設

【新】･次世代施設運転管理制御システムのあり方検討

４　社会情勢変化への対応
･水素ステーション実証モデル事業

企業局

2 末端給水事業

[130102]

・基幹施設耐震化の完了
【拡】・基幹管路耐震化の前倒し

・老朽化対策の推進
【新】・末端給水水道施設等のダウンサイジング検討

・天龍村の簡易水道施設整備に係る事務の代替執行
・漏水調査機器の貸出し及び技術支援による市町村有収率向上支援、
　市町村等水道事業者相談窓口の設置、実務研修会の開催

【新】・県営水道（末端）災害時受援体制の整備
・諏訪形浄水場浄水池の増設
・「安心の蛇口」の整備（２か所）

企業局

3 用水供給事業

[130103]

【拡】・管路耐震化の前倒し
・基幹施設耐震化及び老朽化対策の推進

【拡】・「応急給水ポイント」の整備（１か所）

【新】・片平取水場の機能強化検討調査
・「応急給水ポイント」の整備（再掲）

企業局

事　業　名
［事業改善シート番号］

事　業　内　容　及　び　金　額　（千円）

既設発電所の大規模改修及び新規電源開発地点の発掘等による新規発電所建
設などにより、経営の安定を図るとともに、再生可能エネルギーの供給拡大に取り
組みます。

１　経営の安定

３　リスクマネジメント

H31予算 7,423,575 H30当初 5,736,487
[債務負担行為額] ［29,380,425］ [債務負担行為額] ［341,996］

基幹施設及び管路の耐震化の推進並びに老朽化対策の着実な実施などにより、
経営の安定と危機管理体制の強化を図るとともに、市町村等水道事業者への支援
に取り組みます｡

１　経営の安定

２　地域への貢献、地域との共存・共栄

３　リスクマネジメント

H31予算 7,507,163 H30当初 7,210,704
[債務負担行為額] [570,000] [債務負担行為額] [488,244]

基幹施設及び管路の耐震化並びに老朽化対策を着実に実施するとともに、リスク
マネジメントに取り組みます。

１　経営の安定

２　地域への貢献、地域との共存・共栄

３　リスクマネジメント

H31予算 2,159,294 H30当初 1,930,193
[債務負担行為額] [80,000] [債務負担行為額] [50,000]

 68 （企業局-1）


